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審査 の 結果 の 要旨

氏名 小 山 実

本研究は ､
ヒ ト脳研究の モ デル動物 で ある マ カクサ ル の脳にお い て

､ 高次連合野 で ある前

頭葉 ､ 頭頂菓における ヒ ト脳と の 機能的相同部位関係を直接的に検証するた めに
､

マ カ ク

サ ル を対象と した 加 R I シ ス テ ム を開発 し
､

マ カ ク サ ル と ヒ トにお い て 同
一

手法(f M R I) を用

い て ､ 視覚誘導性急速眼球運動 に関連 し た大脳領野 の 同定 ･ 機能評価 を行 っ たも の で あり ､

下記の 結果を得て い る ｡

1 . サ ル にお けるブ ロ ッ ク型f M RI 実験を行 っ た結果 ､ 前頭葉にお い て は
､ 前頭眼野( F E F) ､

運動前野(P M v
,
P M d) ､

主溝 の 後端領域げP) にお い て急速眼球運動に関連 した両側性 の 脳活動

が見 られた . また頭頂菓にお い て は
､
頭頂間溝 に沿 っ て

､
L IP 野 (L IP d

,
L Ⅱ吋) ､

7 a 野
､

Ⅵp

野 ､ 頭頂間溝前端部( A I P
,
7 a/7b) にお い て 両側性 の 活動 が観測された ｡

2 . ヒ トにお い て も同様の 手続き によりブ ロ ッ ク型 f M R I 実験を行 っ た結果､ 両側性の 脳活

動が ､ 前頭葉にお い て は
､ 中心前溝内側部に位置する上前頭溝と の 交点領域げr C S 肝E F) ､ 中

心前溝の 外側部伊r C S im f
,
P r C S s u p) ､ 内側前頭回( M e F G) ､

また頭頂葉にお い て は
､ 頭頂間借

前部の 中心後溝と交わ る領域(S P L a n t) とより後方の 領域(S P L p o st) にお い て観測され た
o

3 . サ ル にお い て 事象関連型 f M R I 実験を行 い
､

ブ ロ ッ ク型実験により同定された賦活領域

にお い て ､ 急速眼球運動の方向に対する選択性を評価 した
｡ サ ル の前頭葉にお い て は ､

ブ

ロ ー ド マ ン の 8 野 と 6 野 の 境界付近 に位置する前頭眼野( F E F) にお い て最も高 い 方向選択性

が観測され た
｡

一 方
､ 頭頂菓にお い て は ､

ブ ロ
ー

ドマ ン の 7 野に位置する L IP 野 の背側部

(LI P d) にお い て最も顕著な選択性が観測され た
｡
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4 . ヒ トにお い て も同様に事象関連型 f M R I 実験を行 っ た結果 ､
ヒ ト の 前頭葉 に お い て も ､

ブ ロ
ー

ドマ ン の 6 野 と 8 野 の き ょ うか い付近 に位置する ､ 中心前溝と上前頭溝 の 交点領域

(p r c s/S F S) にお い て 最も高 い 方向選択性が見 られ ､ 頭頂菓にお い て は
､

ブ ロ
ー

ドマ ン の 7 野

に位置する上頭頂小葉の後方領域(S P L p o st) にお い て 最も高 い 選択性が観測され た
｡

5 . ブ ロ ッ ク 型実験 に より同定され た急速眼球運 動関連大脳皮質領野 の 細胞構築学的位置

と
,

事象関連型 実験にお い て 評価 した急速眼球運動 の 方 向に対する選択 性 を検討する事 に

より
､

サ ル の 前頭眼野(F 肝) は ､
ヒ トの 中心前溝と上前頭溝の 交点領域伊r C S/ S F S) の相同部

位 で ある こ と
､ それ からサ ル の L IP 野背側部o .IP d) は ､

ヒ ト の 上頭頂小 葉の 後方領域(S P L

p o st) の 相同部位 で ある こ とが示唆された
D

以上
､ 本論文 で は

､
サ ル と ヒ トに お い て 同

一

の 方法論 ､
加 u を用 い て

､ 急速眼球運動関連

大脳皮質領野 の 機能的相同部位を直接的 に検討 し た｡ 本研究は こ れま で未知 に等し か っ た ､

高次連合野 で あ る前頭葉 ･ 頭頂葉にお ける機能的相同部位 に関する最初 の 直接的知 見 を提

供 して おり
､ 学位の 授与 に催するも の と考えられ る｡
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